
 

 

家庭・技術家庭科学習指導委員会 

 

一 テーマ 

 一人ひとりの子どもに生きる力を育む家庭科・技術家庭科の学習指導のあり方 

 

二 テーマ設定の理由 

  学習指導要領の趣旨である「生きる力」を「自ら伸びる力」ととらえ、この力をどのように定着させ

ていくか、研究を深めてきている。そこで、今年度は、ICT の活用（タブレット）を柱に置き、今まで

進めてきた教材や題材展開、学習したことを生活で生かすためにはどうすればよいかを考えることとし

た。 

  

三 研究の経過 

  教育課程研究協議会の事前授業（神川小）「すずしく快適に過ごす着方と手入れ」を参観、教育課程

研究協議会では、「目指せ！掃除のプロ」の実践報告を通して、主にグループでの話し合い活動の充

実、学校と家庭間での実践の工夫について学ばせていただいた。また、委員の授業実践からも、児童

生徒の具体的な姿を通して学びながら研究を進めてきた。委員会ではタブレットを活用した授業実践

（製作手順をタブレットで示す、制限のある中での交流活動のあり方、自己評価の際にスライドアプ

リを用いて写真やコメントを入れながらまとめる等）コロナ禍で授業形態が制限される中だからこそ、

有効な活用方法を考え、実践を通して提案していきたいと考えている。 

 

１ 研究テーマ 

「自分の願いをもち、学びを家庭生活に生かせる子どもを育む家庭科学習のあり方」 

 

２ 研究テーマ設定の理由 

   昨年度当初、本校職員にアンケート調査を行ったところ、本校児童は、家庭科の学習に意欲的に

取り組んでいるものの、児童の学びと実際の家庭生活との結びつきが弱く、学んだことが実生活の

中で十分に生かされていないのではないか、という課題が見えてきた。「家庭での実践が十分でな

い」点については、改定前の学習指導要領の課題としても挙げられ、新学習指導要領の改訂ポイン

トにもなっているため、本校に限らず、全国的な課題ともいえるであろう。 

そこで、家庭科部会では、新学習指導要領に示された「日常生活の中から問題を見いだして課題

を設定し、解決する力」及び「生活をよりよく工夫しようとする実践的な態度」を身に付けること

は、すなわち「学びを家庭生活に生かすことのできる力」を身に付けることである、と捉えた。さ

らに、この力を発揮するためには、「家族のために自分のできることをしたい」「家族に喜んでもら

いたい」という、児童の「願い」が根底にあることが不可欠であると考え、研究テーマを「自分の

願いをもち、学びを家庭生活に生かせる子どもを育む家庭科学習のあり方」と設定し、研究を続け

てきた。 

本年度、６年生児童にアンケートを行ったところ、「家庭科の授業で学んだことを家での生活に

生かしたことがある」児童は、「生かしたことがない」児童に比べて高い割合になっており、研究の

成果が出始めているのではないかと感じているが、「生かしたことがない」児童も一定数おり、こう

した児童にさらなるアプローチをしていく必要がある。 

－家庭，技・家１－ 
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また、「生かせると思う」と考えている児童が多数であることも分かった。「家庭生活に生かす」

ことは、小学校在籍中に留まらず、長期的な視点で見ていく必要もあるが、まずは小学校段階で、

「学んだことが役に立つ」という実感を得られるようにしていきたい。 

 

６年生アンケートより（今年度４月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究内容 

領域Ｂ「衣・食・住の生活」に焦点を絞り、テーマの実現に向けて「題材展開の工夫」「学習形態

の工夫」を柱とし、それぞれに手立てを工夫し、実践を積み重ねてきた。 

 

手立て１ 題材展開の工夫 

…学校と家庭の両輪で学びを展開していく。授業での実践場面に加え、家庭での実践場面を、題材展

開の中に位置付ける。 

 

（１）家庭学習（家庭実践）の充実 

   ・単元の始め・中・終わりなどで家庭学習の場を設定し、家庭と学校を複数回行き来しながら学

びを深める。 

   ・授業で生まれた問いをもとに家庭学習を仕組むことによって、児童が意欲的に学習に取り組み、

家庭学習が授業に生きるようにする。 

・学習カードを工夫し、家庭の中にも解決すべき課題を見いだせるようにする。 

   ・学級通信を通して保護者に家庭学習の協力を呼びかけるとともに、授業の様子を伝えることで、

家庭との連携を深めていく。  

   ・長期休みに、家庭科で学んだことを実践する課題を出し、家庭の協力のもとに家庭実践の場を

設ける。 

 

 

 

◎ ○ △ ×

◎　よくある 1組 10 6 5 1

○　少しある 2組 10 10 2 0
△　ほとんどない 3組 5 12 5 1

×　まったくない 合計 25 28 12 2

◎ ○ △ ×

◎　思う 1組 17 4 1 0
○　やや思う 2組 14 7 1 0
△　あまり思わない　 3組 15 6 2 0

×　まったく思わない 合計 46 17 4 0

家庭科の授業で学んだことを、家で
の生活に生かしたことがありますか

家庭科の授業で学んだことは、これから
の家での生活に生かせると思いますか

－家庭，技・家２－ 
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（２）授業での実践と、家庭での実践の滑らかな接続 

・授業での実践と、家庭での実践がそれぞれ「学校だけでできるもの」「家庭だけでできるもの」と

ならないよう、共通点に着目しながら実践場面を仕組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬休みの課題のふりかえりと、 

家の人からの励まし 

（Ｒ2  5 年・学習カード） 

「扇風機やペットボトルなら、うちにもあるな。 

涼しくするために、家でもやってみよう！」 

 

「暑い季節を快適に」（Ｒ2 ６年） 実践場面 
「こうすると冷蔵庫のすき間のほこりがとれるって、 

家の人に教えてもらったよ。」 

 

「クリーン大作戦」（Ｒ2  6 年） 実践場面 

夏休み課題「家庭科チャレンジ」 

（Ｒ３ 5 年） 

－家庭，技・家３－ 
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（３）実感を大切にした授業展開 

  ・実践前の様子、実践後の様子を写真で撮影して比較し、効果を視覚的に捉えられるようにする。 

  ・各グループの実践を全体で共有し、グループで実践したことが効果的であったかを考える時間を

設ける。 

・実践後のふり返りで、自己評価を行い、その理由を考えさせる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）課題意識の明確化 

 ・題材を貫く学習問題を設定し、「何のために」行っているのかゴールを明確にして、その解決に向

けた１時間１時間の授業を位置付ける。 

 ・「だれのために」「なぜ」実践を行うのか、相手意識や目的意識を明確にもたせる。 

 

 

 

「鏡がすごく汚れているね。掃除する前の様子を撮影 

して、掃除した後と、比較しよう。」 

 

「クリーン大作戦」（Ｒ2 ６年） 汚れウォッチングの場面 

「いためておかずを作ろう」（Ｒ2 ６年） ふり返り学習カード 

「ファイルボックスがすっきり片付いて気持ちがいいな。」 

 

「目指せ！洗濯のプロ」（Ｒ３ ６年）  

泥汚れの洗濯 実験場面 

「身の回りの整理整頓」（Ｒ３ ５年） ふり返り場面 

－家庭，技・家４－ 

－ 
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手立て２ 学習形態の工夫 

…友との話し合いを通して、考えを深めていく。（全校研究テーマとして目指す姿） 

（１）グループ編成の工夫 

  ・課題解決の場面では、普段の生活班ではなく、「やってみたい、調べてみたい」という課題が近い

児童をグループにし、より主体的に取り組めるようにする。 

 ・全員が話し合いに参加できるよう、人数は、３～４人とする。 

・グループ編成に際し、特に配慮を要する児童については、話しやすい友だちと同じグループにす

るなど、日頃の人間関係も考慮してグループ編成を行う。 

（２）家庭学習カード・ホワイトボード・計画書・タブレット PC の活用 

・事前の家庭学習で調査した内容を記した家庭学習カードを持ち寄り、それぞれの家庭で調べてき

たことをもとに、話し合いを進められるようにする。（手立て１にも関連） 

 ・話し合い（計画）場面ではグループごとにホワイトボードを使い、書いたり消したり、考えをつ

なげたりしながら話し合いを深め、グループの全員が話し合いの流れを共有しながら計画を進め

られるようにする。 

 ・決定したことは班ごとの計画書にまとめることで、話し合いで決まった内容を残し、次時の活動

に生かせるようにする。 

 ・本年度からは、撮影した写真を見ながら話し合ったり、話し合いの中で出た疑問をインターネッ

トで調べたり、各グループの情報を共有したりするなど、タブレット PCも活用する。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）十分な話し合い時間の確保 

 ・前時までに児童の課題意識を明確にし、授業の導入場面では長い時間を要することなく、細かい指

示を省いて学習課題を設定し、話し合いに移るようにする。 

 ・話し合いの目安時間を掲示し、見通しをもって話し合いができるようにする。 

 ・話し合いの中で、必要に応じて実践する場所に行ったり、具体物を用いたりして、解決方法を見つ

けられるようにする。 

「暑い季節を快適に」（Ｒ2 ６年） 話し合い場面 「目指せ！洗濯のプロ」（Ｒ３ ６年） 話し合い場面 

「私の家では、風鈴をつるしているよ。学校でもできそう

だね。」（家庭学習カードを見ながら班の皆に発表） 決まったことは、計画書にまとめておこう。 

－家庭，技・家５－ 
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（４）グループ間の交流 

 ・話し合い場面の途中で、他のグループと自由に交流できるようにし、特に計画がうまく進まないグ

ループが他グループの計画を参考にするなど、グループ間で助け合えるよう、教師が働きかける。 

 ・必要に応じて話し合いの中で困っていることを全体に投げかけ、多くの児童の意見を参考にできる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「目指せ！洗濯のプロ」（Ｒ3 ６年）  

困っていることを全体に投げかけている様子 

話し合い活動に入る前の板書 

「目指せ！洗濯のプロ」（Ｒ3 ６年） 話し合い場面 

「実際の布と洗面器を使って、考えてみよう！」 

 

「他の班はどうやったのか、教えて。」 

 

 

「洗剤を使うかどうか、迷っているんだけど…。」 

「クリーン大作戦」（Ｒ2 ６年）  

他のグループに意見を求めている様子 

 

－家庭，技・家６－ 
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４ 学習指導案 

（１） 題材名 「目指せ！清掃のプロ」 

 

（２） 題材設定の理由 

 児童の実態 

  子どもたちは家庭科で、昨年度は「収納名人」、今年度は「目指せ！洗濯のプロ」の学習をし、学ん

だことを家庭でも活用できることが少しずつ増えてきている。「どのようにしたらもっとよくなるか」

といった課題をもち、興味をもって取り組める子どもたちである。反面、学習中は、家庭でも試して

みようとしているが、学習が終わると続かないことも多いようだ。 

子どもたちは毎日学校で、箒で掃き、ぞうきんをかけることを基本とした方法で清掃をしている。

このようにすることで、きれいになることは知っており、一生懸命ぞうきんでこすっている姿が見ら

れる。しかし、ほこりの溜まった場所をぞうきんで拭くが、ほこりが固まって残っていたり、棚をき

れいにしてからはたきをかけて棚を汚したりと、清掃の方法や手順について深く考えている児童は少

ないように感じる。そして、時には手を抜いてしまう姿も見られる。 

 

題材の価値 

 本題材では、気持ちよく生活するために、住まいの清掃が必要であることが分かり、清掃の仕方を

理解し、健康・快適・安全などの視点から考え工夫して清掃ができるようになることをねらいとして

いる。日頃、当たり前に行っている清掃に改めて目を向けることで、学校生活をより快適にしていこ

うと考え、実際に試し工夫しながら、よりよい生活環境を求めて活動していくことができる題材であ

る。 

 

学習指導 

自分たちの清掃を振り返り、校内の汚れを調べた子どもたちは、日頃の清掃では取り切れなかった

汚れに気づき、汚れる場所や汚れの種類についての新たな視点をもつであろう。そして、新たな視点

をもった子どもたちは、清掃の方法を考え、その場をきれいにしようと試してみたくなるであろう。

また、試していく中で、自分たちの方法に手ごたえや課題をもった子どもたちは、おうちの方（清掃

のプロ）に伝えたくなったり、解決方法を聞きたくなったりするのではないだろうか。こうして学校

と家庭の間を行き来しながら、自分の清掃の工夫を試していった子どもたちは、きれいになっていく

清掃場所に手ごたえと気持ちよさを感じ、改めて清掃の必要性を問い返していくのではないかと考え

る。 

 題材のねらい 

同じ清掃場所を選んだ友だちと意見交換をしたり、おうちの方（清掃のプロ）から教えてもらった

技を試したりすることを通して、実感を伴った理解をさせ、実生活で生かせる力をつけられるように

したい。そして、清掃の工夫の聞き取りを通して、家族に支えてもらっていることに気づき、感謝の

気持ちも感じてほしいと願い、本題材を設定した。 

  

 

 

 

 

 

－家庭，技・家７－ 
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（３） 題材の目標と評価規準 

【目標】 

身の回りの清潔を保つための清掃の必要性に気づき、汚れの種類や場所に応じた清掃の仕方を考えて 

適切に行うことができるとともに、家族の一員として生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を

養う。 

【学習指導要領】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔評価規準〕 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

住まいの清掃の仕方

を理解しているとと

もに、適切にできる。 

住まいの清掃の仕方について問題を

見いだして課題を設定し、様々な解決

方法を考え、実践をふり返り、考えた

ことを表現するなどの活動を通して、

課題を解決する力を身に付けている。 

家族の一員として、生活をよりよくし

ようと、清掃の仕方について、課題の

解決に向け主体的に取り組んだり、ふ

り返って改善したりして、生活を工夫

し、実践しようとしている。 

 

（４） 目標に迫るための手立て 

本題材「目指せ！清掃のプロ」でも、これまでと同様の手立て（手立て１・２）を講じることで、

目標に迫ることができると考え、授業を構想した。 

 

 

Ｂ 衣食住の生活 

（６）快適な住まい方 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（イ）住まいの整理・整頓や清掃の仕方を理解し、適切にできること。 

イ 季節の変化に合わせた住まい方、整理・整頓や掃除の仕方を考え、快適な住まい方を工夫

すること。 

 

〔関連付けて指導する〕 

Ａ 家族・家庭生活 

（２）家庭生活と仕事 

  ア 家庭には、家庭生活を支える仕事があり、互いに協力し分担する必要性があることや 

 生活時間の有効な使い方について理解すること。 

  イ 家庭の仕事の計画を考え、工夫すること。 

 

Ｃ 消費生活・環境 

（環境に配慮した生活） 

  ア 自分の生活と身近な環境との関わりや環境に配慮した物の使い方などについて理解する

こと。 

  イ 環境に配慮した生活について物の使い方などを考え、工夫すること。 

 

 

－家庭，技・家８－ 
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手立て１ 題材展開の工夫 

① 家庭学習の充実 

  ・家庭学習を２回設け、家庭と学校を行き来しながら学びを深める。 

   ★第１時→第２時→第３時→家庭学習①（調査）→第４時（本時）→第５時→第６時 

→家庭学習②（実践）→第７時 

  ・授業で生まれた問い（どうやったら清掃場所をきれいにできるか）を家の人に聞くことにより、

児童が意欲的に家庭学習に取り組み、家庭学習が授業に生きるようにする。 

  ・学級通信を通して保護者に家庭学習の協力を呼びかける。 

② 授業での実践と、家庭での実践の滑らかな接続 

・授業実践で児童が清掃する場所は、家庭実践でも清掃できる場所にする。 

例）学校：水道→家庭：洗面所  ※黒板など、学校にしかないもの・場所は、今回は選ばない。 

 実感を大切にした授業展開  

・清掃前の様子、清掃後の様子を写真で撮影して比較し、効果を視覚的に捉えられるようにする。 

 ・各グループの実践を全体で共有し、清掃の工夫が効果的であったかを考える時間を設ける。 

・実践後のふり返りで、「きれいになった」———「きれいにならなかった」の自己評価を行い、その

理由を考えさせる。 

③ 課題意識の明確化 

  ・「自分たちの選んだ場所を手際よくきれいにするには、どんな清掃をすればいいのだろうか。」と

いう題材を貫く学習問題を挙げ、ゴールを明確にして、１時間１時間の授業を位置付ける。 

  ・授業実践後に、自分たちの清掃方法について、タブレット PCを使ってまとめ、全校に発信する。 

 

手立て２ 学習形態の工夫 

① グループ編成の工夫 

・課題解決の場面では、「ここをきれいにしたい」「この場所を清掃してみたい」という思いが同じ  

 児童をグループにする。 

 ・人数は、３～４人とし、全員が話し合いに参加できるようにする。 

・グループ編成に際し、特に配慮を要する児童については、話しやすい友だちと同じグループにす

るなど、日頃の人間関係も考慮してグループ編成を行う。 

② 家庭学習カード・ホワイトボード・計画書・タブレット PC の活用 

・事前の家庭学習で調査した内容（家での清掃の工夫）を記した学習カードを持ち寄り、各家庭の清

掃方法や工夫を紹介し合い、それぞれが家庭で調べてきたことをもとに、話し合いを進められるよ

うにする。（手立て１にも関連） 

  ・話し合い（計画）場面ではグループごとにホワイトボードを使い、書いたり消したり、考えをつな 

げたりしながら話し合いを深め、グループの全員が話し合いの流れを共有しながら計画を立てられ

るようにする。ホワイトボードとは別に、グループごとに計画書をまとめ、ホワイトボードは話し

合い用に使用するという意識をもたせるとともに、計画書を次時の活動に生かせるようにする。 

  ・各グループ１台のタブレット PC を使い、清掃前の写真を確認できるようにする。 

③ 十分な話し合い時間の確保 

  ・話し合い活動の導入場面では長い時間を要することなく、細かい指示を省いて学習課題を設定し、

話し合いに移るようにする。 

  ・話し合いの目安時間を黒板に掲示し、見通しをもって話し合いができるようにする。 

  ・必要に応じて清掃場所を見に行ったり、清掃用具を用いたりできるようにする。 

－家庭，技・家９－ 
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④ グループ間の交流 

  ・話し合い場面の途中で、他のグループと自由に交流できるようにし、特に計画がうまく立てられな

いグループが他グループの計画を参考にするなど、グループ間で助け合えるよう、机間指導をしな

がら適宜声掛けをする。 

 （５） 題材展開 

時

間 

 

学習活動 

 

指導上の留意点 

評価 題材の

目標 知識・技能 

 

思考・判断・表現 主体的に学習 

取り組む態度 

１ 普段の清掃につい

てふり返ろう 

自分たちの学校で

の清掃では、どの

ような汚れがある

か、清掃の前と後

ではどうなってい

るかをふり返り、

清掃をする意味に

ついて考える。 

２日間、清掃チェ

ックをし、その結

果を見ながら意欲

的に考えられるよ

うにする。カメラ

で撮影し、記録を

する。 

 自分たちの

清掃の仕方

について、問

題を見出す。 

 Ｂ 

（６） 

イ 

２ 学校の汚れを調べ

よう 

学校の汚れを調

べ、どんな汚れの

種類があるのか知

り、なぜ汚れるの

かを考える。 

校内を周り、自分

たちの清掃場所以

外にも様々な汚れ

があることを知り

家でも同じような

汚れがあることに

気づかせる。 

  汚れの種類

や場所につ

いて、関心を

もって調べ

ている。 

Ｂ 

（６） 

ア（イ） 

３ 汚れを落としてみ

よう 

自分たちで選んだ

場所の汚れを落と

し、困ったことや

うまくいかなかっ

たことを見つけ

る。 

 

 

 

 

 

 

汚れがすっきり落

ちない場所がある

ことに気づかせ、

おうちの方（プロ）

に聞いて自分もプ

ロになりたいとい

う気持ちをもたせ

る。 

 

 清掃前と清

掃後を見比

べ、成果と課

題をつかむ。 

 Ｂ 

（６） 

イ 

題材を貫く学習問題 

「自分たちの選んだ場所を、環境にやさしく、手際よくきれいにするには、どんな清掃をすればい

いのだろうか。」 ～目指せ！清掃のプロ～ 

－家庭，技・家 10－ 
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家

庭

学

習 

① 

清掃のプロに聞い

てみよう 

自分の課題解決に

向けて、時間・環境

にやさしい清掃を

視点に調べ学習を

する。 

 

学級通信で、各家

庭への協力をお願

いし、環境にやさ

しい清掃について

アドバイスをいた

だく。また、日頃の

清掃について子ど

もたちへのお願い

も、話してもらえ

るようにする。 

自分の家で

も、場所や汚

れの種類に

合わせ、工夫

して清掃を

しているこ

とに気づく。 

 

  Ｂ 

（６） 

ア（イ） 

 

 Ａ 

（２） 

ア 

４ 

本

時 

清掃計画を立てよ

う 

「目指せ！清掃の

プロ」計画 

グループごと、自

分たちで出来る清

掃方法を考え、計

画を立てる。 

 

 

おうちの方（プロ）

のインタビューを

生かし、清掃方法

を考える。複数の

方法を試したり、

他のグループを参

考にしたりしても

よいことにする。 

 「分担場所

を環境にや

さしい方法

で手際よく

きれいに清

掃する」とい

う課題解決

に向け、手

順・道具など

工夫し、具体

的かつ有効

的な方法を

考えている。 

既習事項や

家で調査し

た内容を基

に、グループ

で行う清掃

について、友

だちと意見

を交わしな

がら、主体的

に考えてい

る。 

Ｂ 

（６） 

イ 

  

Ｃ 

 ア 

 

５ 工夫して清掃をし

よう 

「目指せ！清掃の

プロ」実践 

各グループの計画

に沿って、分担場

所を工夫して清掃

する。 

清掃前・清掃中・清

掃後の様子をカメ

ラで撮影して記録

させる。 

住まいの清

掃の仕方に

ついて理解

し、場所や汚

れの種類に

合わせて、適

切に清掃が

できる。 

 自分たちで

考えた工夫

を生かし、分

担場所の清

掃に主体的

に取り組ん

でいる。 

Ｂ 

（６） 

ア（イ） 

 

Ｃ 

 イ 

 

６ 実践を振り返ろう 

「目指せ！清掃の

プロ」 

～秘伝書を作ろう～ 

グループごと、実

践した方法やコツ

をまとめ、秘伝書

を作り、他のグル

ープの秘伝書を見

合う。 

どのような方法

で、どんな結果に

なったかグループ

の秘伝書をタブレ

ット PC で作る。場

所によって、いろ

いろな技があるこ

とを知り、家でも

清掃してみたいと

いう意欲をもたせ

 様々な工夫

のよさに目

を向け、清掃

の工夫が効

果的であっ

たかを考え、

よかったこ

とをまとめ

る。 

他のグルー

プの工夫か

ら、自分にも

できそうな

工夫に気づ

き、やってみ

ようという

意欲をもつ。 

Ｂ 

（６） 

イ 

 

Ｃ 

ア 

 

－家庭，技・家 11－ 
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る。 

       

 

 

 

家

庭

学

習 

② 

自分の家でも工夫

して清掃をしてみ

よう 

「目指せ！清掃の

プロ」 

学びを生かし、家

庭でも工夫して清

掃に取り組み、プ

ロ認定のサインを

もらう。 

家庭でも、技を生

かした清掃をして

みたいという意欲

をもたせ、学習カ

ードに実践内容や

感想、おうちの方

からのコメントや

プロ認定のサイン

をいただき、家庭

でも実践できる力

をつける。 

  清掃の工夫

について学

んだことを、

さらに家庭

でも試し、家

族の役に立

とうという

意欲をもつ。 

Ａ 

（２） 

ア・イ 

７ 

 

 

 

 

 

家庭でのがんばり

を報告しよう 

プロになったみん

なの清掃を報告し

合う。 

友だちのチャレン

ジやおうちの方

（プロ）からのメ

ッセージを読み、

これから試してみ

たいことや、続け

ていけそうなこと

を出し合い、実生

活でも生かそうと

いう気持ちをもた

せる。 

  友だちから

のチャレン

ジ、おうちの

方からのメ

ッセージを

聞き合うこ

とを通して、

実生活でど

う生かせる

か、考えるこ

とができる。 

Ａ 

（２） 

ア・イ 

（５） 本時案 

①主眼 

    おうちの方にインタビューをし、それぞれの汚れや場所に合った清掃の技があることを知った

子どもたちが、自分たちで選んだ場所の清掃方法を考える場面で、同じ場所を選んだ仲間と意見

交換をすることや、手順をまとめることを通して、具体的な清掃の計画を立てることができる。 

②本時の位置（全７時間中 第４時） 

  前時：自分が取り組んでみたい場所をきれにする上での課題に気づき、家庭学習を通して解決方法

を考えた。 

  次時：自分たちの計画した方法で清掃をする。 

③展開 

段階 学習活動 予想される児童の反応 ○教師の指導 ◇支援 評価 時間 

導

入 

 

 

 

 

１学習問題・

本時の活

動の確認

をする。 

 

 

 

 

 

・今日は同じ清掃場所の仲間と、やり

方を考えるんだな。 

・家で教えてもらったことを、みんな

 

 

 

○汚れや場所に合った清掃方法

があることを確認する。 

○目安時間を黒板に掲示する。 

５ 

 

 

 

 

 

学習問題：自分たちの選んだ場所を、環境にやさしく、手際よくき

れいにするには、どんな清掃をすればいいのだろうか。 

－家庭，技・家 12－ 
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展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

 

 

 

 

 

 

２グループ

ごとに清

掃の計画

を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３他のグル

ープの清

掃計画を

聞き、全体

で共有す

る。 

 

 

４自分たち

の計画を

見直す。 

 

 

５本時の学

習をふり

にも教えたいな。 

・家で調べて来たけど、これでいいの

か不安だな。 

 

 

 

・油汚れを落とす技、プロから教わっ

たな。 

・いろんな技を教えてもらったから、

いろいろ試してみたいな。 

・鏡をきれいにするには、どの技がい

いのだろう。 

・何か道具があった方がやりやすそう

だな。 

・自分たちで、用意するものは何かな。 

・コンロをきれいにするには、どうし

たらいいのかな。なかなか決まらな

いな。他のグループに聞いてみたい

な。 

・まずは、はたきでほこりをはらって

から、水ぶきをしよう。 

・洗剤を使いすぎると、洗剤も水も無

駄が多いね。 

・この計画できれいになるかな。試し

てみたいな。 

 

・プロの技が使われていて、きれいに

なりそうだな。 

・場所は違うけど、同じような汚れに

取り組む班があったから、違う方法

も試してみよう。 

・手順や道具の使い方までしっかり決

めているね。ぼくたちも考えよう。 

 

・しっかり計画を立てられたね。どれ

くらいきれいになるか楽しみだな。 

・手順や道具の使い方をもう一度見直

してみよう。 

 

・この方法なら、手際よくきれいにな

りそうだな。 

 

◇事前に学習カードに目を通し、

自信をもてるようにしておく。 

 

 

 

○ホワイトボードに自分たちの

考えを書いたり、計画書に取り

組む清掃の手順や方法を書か

せたりする。 

◇汚れを見合えるよう、タブレッ

ト PCを用意する。 

◇手作りの道具として必要にな

りそうな物を用意しておく。 

◇グループ内で困ったら、他のグ

ループの考えを聞いたり、皆の

家庭学習カードを見たりして

もよいことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○いくつかのグループを指名し、

全体に発表させる。 

 

 

 

 

 

 

○他のグループの意見や計画を

聞いて、変更や付けたしをして

もよいことを伝え、自分たちの

納得する計画を立てさせる。 

 

○ふり返りを学習カードに記入

させ、全体で次時への意欲を高

 

 

 

 

 

 

18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

５ 

学習課題：家で調べたことを手がかりに、環境にやさしく、手際よ

くきれいにする清掃方法を考えよう。 

自分たちの取り組む場所に合

った清掃方法を具体的に考え

ているか。【思考・判断・表現】 

友だちと協力し、自分の意見を

もちながら計画を立てている

か。    【主体的態度】 

（発言、つぶやき、学習カード） 

－家庭，技・家 13－ 
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返る。 ・いろんな技で試すから、どの方法が

きれいになるか、楽しみだな。 

・みんなで計画できてよかった。 

・うまくいくか、少し心配だな。 

める。 

◇不安と感じている児童には、次

時までに個別に声を掛ける。 

 

６ 授業の観点 

 

① おうちの方（プロ）へインタビューをしたことをまとめた「家庭学習カード」をもとに、清掃の計

画を立てたことは、「主体的に学習に取り組む」ことにつながったか。 

② ホワイトボードを使いながら話し合い、計画書を用いてまとめたことは、清掃方法を具体的に考え、

話し合ったことを共有するのに有効であったか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－家庭，技・家 14－ 

 



14 

 

 

 

 

目指せ！✨清掃のプロ✨       名前（               ） 

 

 

 

 

プロに聞いてみよう 

① 自分たちの清掃場所で使える技 

 

 

② 他の場所で使える技 

 

 

③ 普段の清掃で気を付けていること 

 

 

 

④ 子どもたちにお願いしたいこと 

 

 

 

家庭学習カード（家の人へのインタビュー） 

 

 

 

（           ）の清掃をしましたが、（                      

                                                        

                                             ） 

環境に優しく（                                       ）、 

手際よく（                                         ）

きれいになる技を教えてください。 

 

－家庭，技・家 15－ 

 



15 

 

 

家庭学習カード（家の人へのインタビュー）A児 

－家庭，技・家 16－ 
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家庭学習カード（家の人へのインタビュー）B児 

－家庭，技・家 17－ 
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令和３年度家庭科部会 研究の成果と課題 

神川小学校 家庭科部会 

〔成果〕 

 

○「学校と家庭をつないだ授業」を構想し、実践を重ねることができた。家庭で調べたことを授業に生

かしたり、授業で学んだことを家庭で試したり、学校と家庭を双方向に行きつ戻りつして学ぶことで、

部会テーマ「学んだことを家庭生活に生かす子どもの育成」に迫ることができた。 

 

○ホワイトボード、計画書、タブレット PC、実物などを使っての話し合い場面を多く取り入れ、それぞ

れの効果を検証することができた。特に、話し合い場面で実物が用意されていることで、より具体的

な話し合いがなされることが分かった。 

 

○写真や動画を作成したり、学んだことを共有したり、必要な事柄を調べたりする上で、タブレット PC

を活用することができた。 

 

〔課題〕 

 

◆家庭実践を行う際、家庭環境への配慮が難しい児童に対し、どのような手立てを打つかが課題となっ

た。今年度は、担任が個別に働きかけたり、できる範囲で行ったりした。家庭実践に対しては、どの

家庭も協力的ではあるが、その協力の度合いは、家庭によって大きな差があることが分かった。 

 

◆調理や裁縫の実践では、学校と家庭をつなぎやすいが、清掃や住まい方などは、学校と家庭で環境が

異なるため、実践をつなぎにくい部分（学校でしかできないこと、家庭でしかできないこと）があっ

た。効果的につないでいくための工夫が必要である。 

 

◆手洗い→家庭では洗濯機、涼しい住まい方→家庭ではエアコン、炊飯の調理実習→家庭では炊飯器、

清掃の工夫→家庭では洗剤を使用…といったように、学校での実践が現代の家庭環境に馴染まないこ

とが多々ある。双方のよさに目を向けながら、例えば洗濯であれば、必要に応じて手洗いをすること

もでき、洗濯機も操作できる、というような判断力や技術をつけていくことが大切である。 

 

◆話し合い場面では、授業のねらいによって、使う媒体も変わってくることが分かった。ホワイトボー

ド、計画書、タブレット PC、実物などを、話し合いの中でより効果的に使っていきたい。特に、タブ

レット PCについては、使うことが目的とならないよう、注意する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

－家庭，技・家 18－ 
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 上田市立丸子北小学校 

１ 単元名「ミシンでソーイング」 

２ 使用機器 タブレット「Google スライド」 

３ 活用内容 「製作での自己評価」 

 

４ 児童・生徒の様子 

  ５年生の１０月、「レッツ ソーイング」でエプロン製作を

した。今まで、製作の振り返りは学習カードに記入する形式を

取ってきたが、今年度、新たにタブレットが導入されたため、

「Google スライド」を使用して振り返りを行うことにした。 

 児童のタブレット使用状況は、1 学期にタイピング練習や社

会で調べ学習に取り組んできた。２学期から、総合的な学習の

時間に「SDGｓ」について学習を進める中で、自分が選んだ目標

について 

「Google スライド」を使用し、各自がプレゼン形式でまとめる

という活動を取り入れた。そこで、写真の取り込み方、「Google

クラスルーム」の使用にも慣れていった。これと同様に、エプロン作製の振り返りを「Google スライド」

を使用して取り組んだ。振り返りの作製時間は、１時間。３３人中５人は授業中に完成させることはで

きなかったが、その後の休み時間を使って提出することができた。 

  

以下は、児童の振り返りスライドシートである。 

  

 

 

A 児は、写真を有効に活用している。細かな点

（A 児は「ここ分かりづらいですが･･･」と表

現している）を学習シートに文字で書き表す

ことに苦労するが、写真を入れることで児童

も評価する教師にとっても分かりやすい。 

 

－家庭，技・家 19－ 
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B 児は、タブレットの操作に慣れてい

る。わずか３０分程度で仕上げた。普段、

「書くこと」に対しては大変苦手意識の

ある児童である。スライドでまとめるこ

とで、学習事項を整理しながらまとめる

ことができる。 

C 児は、普段、気が向かないと学習カー

ドに記入することができない児童であ

る。今回は、意欲的にエプロン製作にも

取り組むことができた。また、学習カー

ドではなく、タブレットに振り返りをま

とめることで、最後まで学習意欲を継続

することができた。 

－家庭，技・家 20－ 
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５ 成果と課題 

 【成果】 

 ○担任は学習シートを作製しなくてよい。 

 ○児童の振り返りを一括で管理でき。評価がしやすい。 

 ○児童が写真を入れ、「○○が△△だった」とより具体的に表現し、児童と教師の間で共通で理解する

ことができた。 

 ○タブレットで評価することを経験すると、同様な製作活動、調理実習など、活動の振り返りや他教

科でも生かすことができる。 

 ○書くことに苦手意識がある子でも、意欲を持って取り組むことができる。 

  

 【課題】 

 ・タイピングに不慣れな児童もいるので、個別の配慮は必要である。 

 ・時間内でまとめることができなかった児童への時間の確保。 
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